
 今、安威川ダムでは完成後に重要な施設となる監査廊（かんさろう）工に着手しています。また、
堤体の工事がついに始まり、右岸側でロック材の盛り立てが行われています。

取り上げるのでお楽しみに！！

堤体の工事は始まったばかり！
次号ではグラウチングについて

灰色になっているところが
ロック材の盛り立てがされている部分！！

施工完了 

施工中 

写真撮影箇所 転流工 

ダム堤体部の掘削 

車作トンネル 

先行盛立 

下流から見た図 

（赤い部分が予定図） 

監査廊をつくってます 

上流から見た図 

（赤い部分が予定図） 

予定では 

監査廊のイメージ 

ダム堤体下部の岩盤内に 

設置される通路で 

高さ2.5m幅2mの大きさです 

ダム貯水池から 

浸透してきた水の濁りや 

堤体からの予期せぬ漏水が 

ないことなど確認するのが 

目的の施設です 

監査廊とは？？ 

左岸側から見た図 

監査廊の施工中 

ロック材 
コア材 



①ダム下流から上流を望む 

②安威川左岸から右岸を望む（東から西） 

③安威川右岸から左岸を望む（西から東） 

平成26年6月末状況（工事着手前） 平成29年5月状況（最新の状況） 



④ダム上流から下流を望む （北から南を） 

⑦車作橋から安威川下流を望む 

⑤左岸道路からあさご谷を望む 

⑥車作代替農地から安威川下流を望む 

平成26年6月末状況（工事着手前） 平成29年5月状況（最新の状況） 


